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3. フラス トレーションを制御 したランダム系の
シミュレーション
.東工大･理 小野 星郎,日野 孝樹
1.はじめに
スピングラスに代表されるように,相互作用がランダムなイジング･スピン系の相転移のふ
るまいは,相互作吊のフラス トレーションによる基底状態でのスピン配列の縮退が本質的と思
われる｡一方,マチス模型 1)のようにたとい相互作用が正負混合 していてもフラストレーショ
ンがなく,基底状態の縮退がない場合には通常の2次転移になっている｡この場合でも,もし
相互作用の大きさがランダムであれば局所的な有効磁場にゆらぎが生じ,相転移-影響がある
と思われる｡局所磁場のゆらぎの効果とフラストレーションの効果と比較するために,フラス
トレーションを制御した系でモンテカルロ･シミュレーションを行った｡
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